
家族介護教室支援研修事業業務 

委託企画提案募集に係る質問と回答 

質問日 質問 回答日 回答 

6/5 

３応募資格で、 

「法人とし、次のいずれかに該当する場合は、参加

することができない。」 

と（１）～（７）が挙げられていますが、 

これらを証明する書類の提出は不要との認識で相

違ありませんでしょうか。 

6/13 

 お見込みのとおりです。 

 

6/5 

５企画提案書等の提出 

（４）事業費等見積書（様式任意）とありますが、 

こちらの内容については、項目まで詳細を記載した

内容の御見積書の作成が望ましいで 

しょうか。 
6/13 

 見積書の様式は任意です。 

 なお、見積書は、契約の相手方を選定するための資料で

あり、表題、あて名、日付、住所、法人名、代表者名、金

額及び積算内訳、法人等の連絡先、担当者の氏名などの事

項が明確に記載されている必要があります。 

 



6/9 

言葉の定義について 

今回の事業において、「家族介護者」という言葉を

使用されていますが、「ケアラー」と同じ定義で使

用されていますでしょうか。 

もし貴県において、異なった定義がありましたらご

教示いただけますと幸いです。 

 

6/13 

 本委託業務における「家族介護教室」は介護保険法に基

づく地域支援事業のうち、家族介護支援事業に位置づけら

れたものを想定しており、「家族介護者」とは高齢者を介

護する家族を指します。 

 なお、本県の条例ではケアラーを、家族介護者を含む「高

齢、身体上又は精神上の障害又は疾病等により援助を必要

とする親族、友人その他の身近な人に対して、無償で介護、

看護、日常生活上の世話その他の援助を提供する者」と定

義しています。 

6/9 

仕様書2ページの（1）家族介護教室基礎研修のイ講

座内容について研修テーマ例にある「教室の事例や

参加者の声の紹介」に関しては、貴県で実施した教

室の事例とその教室に参加した方の声を集めたア

ンケートなどの情報をご提供いただけるのでしょ

うか。それとも弊社でご用意した方が良いでしょう

か。 

6/13 

 基本的には委託業務受託者にご用意いただくことにな

ります。 

6/8 

仕様書３ページ中部の（２）家族介護教室実践研修

のイ研修概要について 

研修時間に関しては１回あたりどのくらいの時間

を想定されていますか。 

時間に関しても提案によるものでしょうか。 
6/13 

 研修時間はご提案いただくこととなります。 



 

6/8 

仕様書３ページ中部の（２）家族介護教室実践研修

のイ研修概要について 

研修回数が３回とありますが、３回同じ内容の研修

を想定されていますか。それとも 

毎回違った内容の研修を想定されていますか。 
6/13 

 同内容を 3回開催していただきます。 


